
　手術室で起こるインシデントは重大な事故に直結することが多く，医療安全への取り組
みは不可欠である。当手術室でも，インシデント発生防止目的でヒヤリ・ハットや気付き
を朝礼で発表しスタッフ間で共有したり，定期的なＫＹＴやポスター掲示など啓蒙活動を
行っている。本研究では，手術室におけるインシデントレポートの傾向から分析を行い，
課題の抽出を目的に取り組んだ。その結果，器械の確認不足とインプラント落下が多いこ
とが判明した。今後は，個々の知識技術向上，リスク感性を高められるよう啓蒙活動を手
術室全体で取り組むことや，スタッフ一人一人が自己の作業に責任を持ち，スタッフ同士
がお互いに指摘し合える環境づくりが重要である。
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